
令和5年8月26日（土）  14:00～

第1回 環境CFOフィードワーク 場所：改善センター会議室3

松神、東新田場海岸

ほうきリサイクルセンター

※赤字：実施状況等

参加者（CFO）深澤氏、山田氏、田栗氏、杉谷氏、福永氏     （PF）丸毛氏

      （環境エネルギー課）岩本室長、三谷室長、西川主任

（ねらい）

フィールドワークを行い、北栄町の環境、取り組み内容等を現場で確認する

新たな気づき、書類だけではわからないこと等を確認する

当日の流れを説明

リサイクルステーションの確認

リサイクル資源（古紙、ペットボトル等）の搬入状況

大栄庁舎裏のRS現地確認

現場、施設見学等

・海岸ごみ（松神、東新田場）

外国からの漂着ごみ（漁具等）、台風による流木等の漂着状況確認

海岸ごみの状況、処理方法等説明

・ほうきリサイクルセンター（ごみ処理場）

広域連合よりごみの分別、処理方法、Co2削減の必要性等を説明

処理場の焼却状況、運転管理状況の確認

※太陽光発電については別のタイミングで行う。

ア）意見交換

イ）報告書の作成

・気づいたこと

・今回学んだこと

・新たに生まれた疑問

・その他感じたこと   など

（CFO意見等）

・海岸ごみ（プラスチック、流木等）が多くびっくりした

・外国からの漂着ごみが多かった

・海岸ごみを減らすことで、海の生きものの生態系が守られる

・多くのごみ分別種類があることを知った。また、それぞれの処理が必要なことを知った

・家庭ごみの分別について理解できた。自分もごみの分別を実践していきたい

・可燃ごみに含まれるプラスチック類の多さが分かった

・プラスチックを燃やすと多くのCo2が出ることがわかった

・ごみの出し方など見直していきたい

・生ごみをコンポスト、プラスチックの再資源化などのリサイクルをすることでごみを無くし

FWまとめ

現場確認

事前打合せ



ていくことが出来る

・課題を見つけ、他の団体、市町等で実施している解決策などを自分達で調べてみることも大切

（今後）

・ごみ等の現状をもっと知りたい

・Kセンター、再資源化研究所などもっといろんなところに行ってみたい

・どうしたら解決できるかなども考えていきたい

・分別されたごみがどのように使われているか知りたい

・ごみを食べる水車やごみからできるプラスチックアート等を調べてみたい

・次回に向けて（進め方、やりたいこと、日程 など）

日程は事前に決めるのではなく、その都度確認していく方がよい（先の日程がどうなるかわか

らない）

グループラインで日程調整を行う

CFO会議を1・2回／月程度実施してもよい

まずは環境のことなどの状況を把握し、知識を深めていく

（次回）

９月中に再度フィールドワークを実施する

FW箇所案：Ｋセンター、鳥取再資源化研究所、太陽光発電など

今回と同様にFWを実施後、まとめ、意見交換等を行い,今後どうしていくかを考えていく

FW実施状況写真

その他


